
はじめに

松茸によるアレルギーの報告は少なく，現在まで 6

例にすぎない．いずれの症例も摂食後 15 分から 1時間

でアナフィラキシー症状を起こしていた．うち 4例で

は内服試験あるいは運動誘発試験，プリックテスト等

で確認されたが，試験管内特異的 IgEは検出されな

かった．

我々はプリックテストによって松茸成分が病因抗原

と同定できた症例を報告する．

症 例

症例：29 歳，男．

主訴：咽頭違和感，顔面紅斑，眼瞼結膜充血．

家族歴：特記すべきことはない．

既往歴：病歴聴取によると，2年前，松茸を摂食後に

咽頭の違和感と，顔面の紅斑が生じた．

現病歴：松茸入りの吸い物，ねぎトロの海苔巻，甘

鯛を摂食した 30 分後に咽頭の違和感，顔面の紅斑，眼

瞼結膜の充血が出現したため，当科救急外来を受診し

た．

初診時現症：顔面全体にびまん性の紅斑と腫脹，眼

瞼の腫脹，眼瞼結膜の充実，流涙が認められ，咽頭の

違和感と鼻閉感を訴えていた（Fig. 1）．意識は清明で，

血圧，心拍数は正常範囲であった．

治療及び経過：食物によるアナフィラキシーと診断

し，d-マレイン酸クロルフェニラミン 5mg筋注，コハ

ク酸ヒドロコルチゾン 100mg点滴静注を行なったと

ころ，4時間半後には症状は軽快した．一般血液，生化

学尿検査では明らかな異常所見は認められなかった．

アレルギー検査：IgE-RISTが 480IU�ml とやや高
値で，IgE-AlaSTATではコムギがクラス 2であった

他は異常は認められなかった（Table 1）．

皮疹消退後，患者が自己判断でねぎトロの海苔巻と

甘鯛を摂食したが，症状は再燃しなかった．したがっ

て，松茸を被疑食物と推測し，プリックテストを行なっ
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Fig. 1. Clinical feature on arrival.

Diffuse erythema and swelling on his face.
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Table 1　Allergic test

480IU/
mlIgE-RIST

IU/ml
（class）

IgE-
AlaSTAT

IU/ml
（class）IgE-AlaSTAT

＜ 0.34（0）Tuna0.75（2）Wheat

＜ 0.34（0）Crab＜ 0.34（0）White of the egg

＜ 0.34（0）Prawn＜ 0.34（0）Yellow of the egg

＜ 0.34（0）Pork＜ 0.34（0）Milk

＜ 0.34（0）Beef＜ 0.34（0）Rice

＜ 0.34（0）Latex＜ 0.34（0）Soba

＜ 0.34（0）Soybean

Table 2　Case reports of anaphylaxis due to Matsutake 

mushroom in Japan

Allergic examinationSymptomSexAgeAuthorYear

Challenge test（＋） 
Scratch test（＋）

AnaphylaxisM23Terao1984

Exercise-induced 
test（＋）

Food-dependent 
exercise-induced 
anaphylaxis

M17Okano1996

Challenge test（＋）
Prick test（＋）　
RAST（－）

AnaphylaxisM27Komase1999

RAST（－）AnaphylaxisF9Takamasu2000

RAST（－）AnaphylaxisM29Ishikawa2002

Prick test（＋）AnaphylaxisM29This case2002

た．

プリックテスト：中国産の生松茸をすり潰して生理

食塩水に浸し，抽出した上澄み液（濃度未測定）を前

腕屈側に 1滴滴下し，26G注射針を用いてプリックし

たところ，15 分後 4×3mmの膨疹と周囲に 15×12mm

の紅斑が出現した（Fig. 2）．健常人 20 人に対し同様の

プリックテストを行ない，全例で陰性であった．

生理食塩水を陰性コントロールとし，3mm以上の膨

疹が出現した場合を陽性と判定した．

考 察

松茸アレルギーの報告例は自験例を含め 6例にすぎ

ず1）－5），皮膚科領域では岡野ら1），石川ら5）の報告に

次いで 3例目である（Table 2）．いずれの報告例も，摂

食後 15 分から 1時間でアナフィラキシー症状を起こ

している．

松茸アレルギーを疑った場合，検査試薬は市販され

ておらず，自験例のようにプリックテストを行うか，

またはスクラッチテストもしくは誘発試験で確認せざ

るを得ないのが現状である．駒瀬ら2）は CAP-RAST

法を，高増ら3）はWestern blot 法を，石川ら5）は ELISA

法を行っているが，いずれも試験管内特異的 IgEを検

出できなかった．

運動誘発試験を行った岡野ら1）の症例と，誘発試験

を行った駒瀬ら2）の症例では，各々 90 グラムと 100

グラムを摂食後に強いアレルギー症状が再現されてお

り，一般診察で安易に用いる手技ではないと考える．

よって現時点での松茸アレルギーの検査法としては，

抗原量が少なく簡便に施行できるスクラッチテストか

プリックテストが有用と思われる．

本症例では，今回を含め 2回，松茸によりアナフィ

ラキシーを起こしているが，いずれも摂食した松茸の

Fig. 2. Prick test for Matsutake mushroom.
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産地は確認できなかった．プリックテストでは中国産

を使用して陽性反応を得た．駒瀬2）らは，国産の松茸で

発症し検査ではカナダ産を用いたと報告している．ま

た，北米産のマツタケ（Tricholoma caligatum Ricken）は

アジア産のマツタケ（Tricholoma matsutake）とは異なる

種であるという説6）もあるが，両者の抗原性の差異に

ついては明らかになっていない．さらに今回は患者の

協力が得られず，他のきのこ類についての検査は行

なっていないが，松茸以外のきのこによるアナフィラ

キシーの既往はなかった．また，松茸と他のきのこ類

との交叉感作は報告されていない．

現在，プリックテスト，パッチテスト用に種々の検

査試薬が市販されている．本症例のように試薬が市販

されていないもの，あるいは入手困難なものがある．

このような場合，食材そのものを用いて，プリックテ

スト（prick to prick）やパッチテストを行うことは比

較的安全で簡便であり，日常診察において有用な検査

方法であると考えた．

なお本論文の要旨は第 767 回日本皮膚科学会東京地方会

にて報告した．
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